
 

 

 

 

 

 

（回 答） 

 使用済燃料貯蔵施設では，平常時は放射性廃棄物が発生しないため考慮しない。 

 なお，万一放射性廃棄物が発生したとしても，放射性廃棄物の主な放射線源はキャスク表面等に付着していた放射

性物質を想定しているため、放射性廃棄物であるドラム缶は周辺監視区域境界付近の線量評価で考慮する線源としな

い。 
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・P15,27 線源(PDF841,853)として放射性廃棄物（200ℓドラム缶100本相当）を考慮しない理由

について説明すること。 


